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「デジタル地理情報」と「持続可能な開発」の歴史

1996 地球地図

2003 電子国土ポータル
2013 地理院地図

2017 地球地図完了

1992 アジェンダ21

2000 ミレニアム開発目標
(MDGs)

2015 持続可能な開発目標
(SDGs)

2018 国連ベクトルタイルツールキット創設

2017/2019 国連地理空間情報課派遣(藤村)

2019 SDGs アクションプラン2020
「地理空間情報によるパートナーシップの推進」

2014 国土地理院ベクトルタイル提供実験
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国連と日本の地理空間情報管理能力の結集

国連憲章前文（1945; 外務省定訳）
われら連合国の人民は、…努力を結集することに決定した。
→国土地理院の地理空間情報管理能力を国連に結集する

国連オープン GIS イニシアティブ（2016）
国連ベクトルタイルツールキット（2018）
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国連ベクトルタイルツールキット

ベクトルタイルの生産・ホスト・スタイル・最適化を支援する、自由で
開かれたソフトウェア。多様な技術者の参加を得た実践コミュニティを
運営している。

ソース
データ

ベクトル
タイル

ウェブ地図

ベクトルタイル
設計情報

ベクトルタイル
描画情報
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国連ベクトルタイルツールキットの実践
2020-03 地理院地図 Vector 全国データ公開 2020-10 国連グローバルサービスセンターでの実践

2018 能力構築・実践コミュニティの形成
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より幅広い能力構築のために

① 機材調達・環境調達の困難を回避し、
能力構築を容易にするため、$100で
調達できるシングルボードPCを採用

② コロナ禍のため現地入りが当面不可能
なことから、遠隔・非同期で能力構築
できるよう教材をオンライン化

https://github.com/unvt/washi/issues/1
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ウィズ・コロナの機会と課題

ウェブ会議の技術の活用で、海外派遣より高頻度で協力が進む。

時差や多様な働き方をデメリットからメリットにする
ウェブ会議だけでなく映像配信やチャット等の
時間シフト可能なメディアをより積極的に活用。
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機会（opportunity） 距離にとらわれないこと

課題（challenge） 時刻にとらわれないこと



持続可能な開発目標

SDGs を思考の枠組として地理空間情報を考える
諸分野の分析や解決に地理空間情報が役立つという観点に加
え、地理空間情報を主流化する観点から、例えば次に注目：
目標９ レジリエントなインフラを整備し、…イノベーショ

ンの拡大を図る
9.a …技術の支援強化を通じて、開発途上国における持続可

能かつレジリエントなインフラ開発を促進する
９.b …政策環境の確保などを通じて、…技術開発、研究及び

イノベーションを支援する
目標１７ …実施手段を強化し、グローバル・パートナー

シップを活性化する
17.17 …効果的な公的、官民、市民社会の

パートナーシップを奨励・推進する
17.18 …地理的位置…に関連する特性別の…

非集計型データの入手可能性を向上
させる
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UN-GGIM 統合地理空間情報枠組 9

統治と組織 政策と法令 財政

データ イノベーション 規格

パートナー
シップ

能力と教育 コミュニケー
ションと関与



UN-GGIM 防災戦略枠組（SFGISD）

UN-GGIM   
防災戦略枠組
優先行動事項

統治と
政策

啓発と
能力構築

情報管理
共通の
基盤・
サービス

能力の
流通
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SDGs 実施指針・アクションプラン

日本政府 SDGs 推進本部（本部長：内閣総理大臣）

SDGs 実施指針のビジョン

1.日本の持続可能性は世界の持続可能性と密接不可分である
2.国内実施・国際協力の両面において、誰一人取り残されるこ

とのない持続可能な世界に変革する
SDGs アクションプラン 2020
地理空間情報によるパートナーシップの推進

国連専門家委員会への貢献等を通じ、国際的
パートナーシップによる防災など多分野での
地理空間情報の利活用を推進する。
→ 国内・国際を一元に、世界とともに地図をつくる
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